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_ I 宫本顕 治の 文芸 評論に つ い て I 
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宮本顕 治に は、 これまで 四 冊の 文芸 評論 集が ある。 

『レ— ニン 主義 文学 闘争への 道』 ( 一 九 三 三年) 『文芸 評 

論』 ( 一 九 三 七 年) 『敗北の 文学』 ( 一 九 四 六 年) 『人民 

の 文学』 ( 一 九 四 七 年)。 治安維持法と 戦争との 長い 年 

月の 間 はじめの 二 冊の 文芸 評論 集 は 発禁に なって いた。 

著者が 十二 年間の 獄中 生活から 解放され てから、 『敗 

北の 文学』 『人民の 文学』 が 出版され た。 著者が 序文で 

いっている ように 「敗北の 文学」 は 一九二 九 年に 二十 

三 歳で かかれた もので あり、 『レ— ニン 主義 文学 闘争 

への 道』 に 収められ ていた。 『人民の 文学』 は そのころ 

から 一 九 三 三年 著者が 検挙され るまでの わずか 五 年間 



道標」 では 一歩前進した。 「イデ ェォ ロギ— が 情緒 感 

覚の 生活にまで 泌 みわた つ て、 これ を 支配し 変革す る」 

ことがなければ プロレタリア 文学 は 真の 芸術で あり 得 

ない という 片 上伸の 主張と そのための たたかい を 著者 

は、 同情と 批判 を もって 跡 づけて いる。 

この 初期の 二つの 評論に はっきり あらわれて いるよ 

うに 階級の 歴史的 経験 を、 自身の 実感と しないで はい 

られ なかった 著者が 「評価の 科学 性」 ( 一 九 三 一 年) か 

ら のち、 益々 解放 運動と その 文学 運動の 中心 課題に て 

い 身して ゆく につれ、 論策 も 主として プロレタリア 文 

化 • 文学 運動の 基本的 方向の 提示と その 科学的な 方法 
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